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要約 

1999 年度から 2017 年度の玉川大学 1 年生に実施した体力テスト結果を、一元配置分散

分析をおこない 2017 年度との差を調べた。また、平均値をグラフ化し、年次変化を視認的

に検証し、全国地との比較を行った。その結果、向上傾向にある項目は男女の握力、女子の

上体起こし、長座体前屈であった。全国との比較では多くの項目で低い値を示した。 
1.はじめに 

1999 年より体力・運動能力調査とし

て新体力テスト（以下体力テスト）が実

施されるようになり、玉川大学でも昨年

度まで 19 年間の測定結果を得ている。

それ以前（1969 年から）のデータも含

め、これまで様々な視点で分析、結果発

表を行ってきた（1）（2）（3）。今回はこの

1999 年度から 2017 年度で、どのよう

に本学学生の体力が変化したかを、次の

視点から検証した。①2017 年度の結果

と他の結果との差を統計的に検証する。 
②測定結果をグラフ化し、視認的に男女

差、全国結果との差をみる。 
2.方法 

被検者の人数は結果の表に記した。年

度により増減はあるが、女子 1,182～
886 名、計 18,628 名、男子 940～636
名、計 15,624 名である。なお、体力テ

ストは全学部の 1 年生を対象として、

「体育」授業内で実施している。実施日

は、5 月の第 2 土曜日であるが、雨天な

どの場合は外種目を次週の授業時に測

定する。年齢は 18 歳、19 歳を対象とし

た。分析項目は「身長」「体重」「握力」

「上体起こし」「長座体前屈」「反復横跳

び」「50m 走」「立ち幅跳び」「ハンドボ

ール投げ」「持久走」である。以上のデ

ータを年度ごと、男女別に集計し、2017
年度の結果と他年度との差をみるため

に、測定年度を因子とし、一元配置分散

分析をおこなった。等分散が仮定された

項目は、「身長（有意確率、女子：0.106、
男子：0.328）」だけであったため、「身

長」では、Bonferroni で、他の項目では、

Games-Howell の検定で多重比較を実

施した（4）（5）。なお、分析には IBM
SPSS Statistics20 を用いた。さらに、

平均を折れ線グラフに表し、2016 年度

の全国大学生測定結果（2017 年度文部

科学省発表）を補助線で示し、比較した。

なお、エラーバーは±SD（標準偏差）

である。 
3.結果 

分散分析の結果から、すべての項目に

おいて年度間で差が確認された。表 1～
10 に平均値、人数、標準偏差、2017 年

度と有意差がある組み合わせについて

差を記した。図 1～10 には各項目の年

次変化を表し、全国平均を示した。 
（1）身長と体重（表 1,2 図 1,2） 

女子の身長について 2002、2004、
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2015 年度、との間で差がみられた。－

の差は2017年度の身長が減少している

ことを示す。図からも女子身長の減少傾

向が分かる。全国（2016 年度 以下同

様）との比較では女子が高い傾向にあり、

男子では全国に近い数値で推移してい

る。体重については全国より高い値を示

し年度が多い。2017 年度との差は女子

で 2015 年度より－、男子では 1999 年

度より＋を示している。 
 

 
 

 
 

（2）握力と上体起こし（表 3,4 図 3,4） 
 

 

表2　平均値と2017年度との差(体重)

体重（女子） 体重（男子）

年度 差 差

表1　平均値と2017年度との差(身長)

身長(女子） 身長（男子）

年度 差 差

表3　平均値と2017年度との差(握力)

握力（女子） 握力（男子）

年度 差 差
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どちらも筋力を測定しているが、握力

は瞬発的な力を、上体起こしは持久的な

力を示すといわれている。握力について

は近年、男女ともに上昇傾向にあり、全国

以上の値を示すようになった。上体起こ

しについて、女子は上昇傾向を示してい

る。男子は 2005 年度頃をピークに減少を

示し、その後回復傾向にあったが、2016
年度から再び減少傾向にある。この傾向

は、男女とも全国より低い値での 推移

である。 
（3）長座体前屈と反復横跳び（表 5,6 図

5,6） 
柔軟性を測定する長座体前屈は男女で

逆の傾向を示している。2017 年度との差と

図の形状から、女子は下降傾向から 2005 年

度を減少のピークとし、その後上昇を示す。

男子ははじめ上昇傾向にあり、2004 年度を

ピークに減少傾向で推移している。いずれ

も全国より低い値での変化である。 
 
 

 
 

表4　平均値と2017年度との差(上体起こし)

上体起こし（女子） 上体起こし（男子）

年度 差 差
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敏捷性を測定している、反復横跳びは男

女とも同様の傾向が伺われる。1999 年度よ

り上昇傾向を示しがその後、2013 年度をピ

ークに減少している。どの年度も全国より

も低い値である。 

（4）50m 走と立ち幅跳び（表 7,8 図 7,8） 
50ｍを走る力を時間（秒）で測定する。

秒数が少ないほど走力が高いことになる。

図では女子が 2016 年度まで、男子が 2014
年度まで減少傾向を示している。つまり走

力が向上していたが、2017 年度に急な下降

を示した。全国と比べると、女子では 2011
～2016 年度では良い値を示している。 

立ち幅跳びは男女とも全国より低い値で

あるが、男子では下降傾向から 2016、2017
年度にかけて向上している。 

 

 

表6　平均値と2017年度との差(反復横跳び)

反復横跳び（女子） 反復横跳び（男子）

年度 差 差

表7　平均値と2017年度との差(50m走)

50m走（女子） 50m走（男子）

年度 差 差
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（5）ハンドボール投げと持久走（表 9,10
図 9,10） 

ハンドボール投げは男女とも全国より低

い値で、2002 年度をピークに下降傾向にあ

る。持久走は女子で 2003 年度に全国より良

い値であったが、その他では低い値である。

この持久走は男子 1,500m 走、女子 1,000ｍ
走の時間を測定する。50m 走と同様に低い

値のほうが良い結果となる。男子では 2017
年度に良い値である。また、女子の記録と同

じテンポで推移していることから、天候等

の影響が考えられる。 

 

 

表8　平均値と2017年度との差(立ち幅跳び)

立ち幅跳び（女子） 立ち幅跳び（男子）

年度 差 差

表9　平均値と2017年度との差(ハンドボール投げ)

ハンドボール投げ（女子） ハンドボール投げ8男子）

年度 差 差

表10　平均値と2017年度との差(持久走)

持久走（女子） 持久走（男子）

年度 差 差
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4.まとめ 
1999 年度から 2017 年度の玉川大学 1 年

生に実施した体力テスト結果を、一元配置

分散分析をおこない 2017 年度との差を調

べた。また、平均値をグラフ化し、年次変化

を視認的に検証し、全国値との比較を行っ

た。その結果、向上傾向にある項目として男

女の握力、女子の上体起こしと長座体前屈

であった。下降傾向を示した項目は男女の

ハンドボール投げ、男子の長座体前屈であ

った。全国との比較では多くの項目で低い

値を示した。ほとんどの年度で、5 月の第 2
週目に測定している。入学間もない学生の

体力を理解し、体力向上のためのスポーツ

環境整備、知識の伝達が望まれよう。 
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